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研究要旨

令和 5 年度に大阪府内のある自治体が実施した健康診査の参加者を対象に、24 時間尿Na/K 比(田

中式で推定）と主要な Na および K 摂取源である食品群摂取との関連を検討した。 1 日尿中Na排

泄量は、男女とも24 時間尿Na/K 比が 4.0 以上の群（高群）では、 4.0 未満の群（低群）に比べ

て有意に高値を示した。1日尿中 K 排泄量は男女何れにおいても高群で有意に低値だった。 摂

取源を把握する目的で実施した土橋らの塩分チェックシートの合計得点は、男女とも両群で

有意な差は認められなかった。しかし、塩分チェックシートの質問項目ごとで比較すると、女性

では４つの項目で有意な差が見られたが、男性ではどの質問項目においても有意な差は認めな

かった。男性の尿Na/K 比の高群は低群と比べて、野菜 1 日摂取サービングサイズ（SV; 皿数）に

おいて有意に低値を示した。女性では、野菜 1 日摂取皿数が、高群で低値となる傾向を示した。

さらに、2 群間の果物摂取頻度と果物摂取量、牛乳・乳製品摂取頻度、豆類・大豆製品摂取頻度

 は男女何れにおいても低群で有意に高値を示した。以上より、健康診査における検尿検査の残 

尿より推定24時間尿Na/K 比と主要な Na や  K 給源と考えられる食品群の摂取頻度・摂取頻度

を把握することにより、高血圧を中心とした循環器病の保健指導や栄養指導に有益で客観的な情

報・根拠を与えることができると考えられた。

Ａ．研究目的

近年、食事中のナトリウム(Na)/カリウム(K)比
(Na/K 比)を低下させることが高血圧や重篤な循

環器疾患の予防・改善に有効であることが報告

されている１）,２）。また、最近になって日本高血

圧学会により、尿中 Na/K 比 4 未満を実現可能

目標とすることがステートメントとして公表さ

れた３）。そこで、スポット尿から推定した 24 
時間尿中 Na/K 比と Na および K 摂取源であ

る食品群の摂取状況との関連を解析し、田中式

で推定した24時間尿Na/K 比が 4.0 以上の集団

と 4.0 未満の集団における違いを検討し、健診

受診後の保健指導や栄養指導への活用可能性

とその有用性を検討することを目的とした。



Ｂ.  研究方法 

令和 5 年に大阪府内のＡ町で実施された国民

健康保険特定健康診査(特定健診) 及び後期高齢

者医療健康診査の受診対象者であって、並行し

て実施する本研究の目的と内容について説明を

受け、同意した者を対象者とした。

本研究における調査内容と調査方法は、次の

とおりとした。

１．自記式アンケート調査

〇基本属性：年齢、身長、体重、腹囲、降圧

剤使用の有無、慢性腎不全既往の有無

〇主要な K 給源と考えられる主要な食品群の

摂取頻度・摂取量：野菜（令和元年実施の

泉州地域における野菜の摂取状況に関する

調査用紙を引用）、果物、牛乳・乳製品、

豆類・大豆製品

〇塩分チェックシート 13 項目(土橋ら、塩分

チェックシートを引用)４），５）

２．尿検査

 健診で実施された検尿の残尿をサンプルと

し、スポット尿中の Na(mEq/L) 、K(mEq/L)、
クレアチニン(mg/L)を測定し、Tanaka らの式

６）を用いて、24時間尿Na/K 比を推定した。

３．24 時間尿Na/K 比による群分けと統計解析

調査対象者のうち、40 歳以上 75 歳未満に

該当しない者、調査データに欠損等の不備が

あった者、降圧剤を服用している者ならびに

腎不全の既往のある者を除いた 446 名を解析

対象とした。

24時間尿Na/K 比が 4.0 以上の者を高群、4.0 
未満の者を低群とし、各アンケート項目との関

連を男女別で解析した。

連続変数の解析には Mann-Whitney の U 検定、

カテゴリー変数には Pearson のカイ二乗検定ま

たは Fisher-Freeman-Halton の正確確率検定)を用

いた。統計解析には  SPSS Statistics 30.0 for 
Windows（日本アイ・ビー・エム株式会社）を用

い、有意水準は 5％とした。

４．倫理的配慮

本研究は、大阪公立大学生活科学部・生活科

学研究科研究倫理委員会での審査と承認を得て

実施した（2022 年 10 月 19 日、申請番号 22-56）。

 また、対象自治体の協力・同意及び対象者に

は、本研究の目的と内容について書面と口頭に

より説明を実施し、書面による同意を得た者と

した。

Ｃ.  研究結果 

解析対象者の基本属性を表 1、 24 時間尿Na/K 

比の分布を図 1 に示した。推定 24時間Na排泄量

は男女とも高群で有意に高か った。推定 K 排

泄量は男女何れにおいても高群で有意に低かっ

た。塩分チェックシート合計得点は男女とも 2 

群間に有意な差は認められなかった。

塩分チェックシートの項目ごとで比較したと

ころ、女性では 4 項目（①「みそ汁、スープな

どの摂取頻度」、②「ちくわ、かまぼこのなど

の練り製品の摂取頻度」、③「しょうゆやソー

スなどをかける頻度」、④「家庭の味付けは外

食と比べどうか」）で有意な差が見られた。こ

のうち、①③④は、摂取頻度が多いほど点数が

高かった。しかし、②は逆に摂取頻度が多いほ

ど点数は低かった。男性ではどの項目において

も有意な差は見られなかった（図表には示さ

ず）。



男性の高群は低群と比べ、野菜の 1 日摂取

SV 数で有意に低値を示した。女性について

は、野菜の 1 日摂取 SV 数が高群で低値となる

傾向を示した。2 群間の果物摂取頻度、果物摂

取量、牛乳・乳製品摂取頻度、豆類・大豆製品

摂取頻度は男女何れでも低群で有意に高かった

（図 2～図７）。 

Ｄ．考察

推定 24 時間尿中 Na/K 比が 4.0 以上の高群と

4.0 未満の低群では、K 摂取源である食品群の

摂取状況に差が認められた。A 町全体の尿Na/K 

比を低下させるために、減塩だけでなく、改善

の余地が高いと考えられる野菜や果物

などの K 給源である食品群の摂取を促す介入

（個別指導・食環境整備）も必要である。

特定健診の場において、検尿の残尿を用い

て、尿中 Na/K 比の測定と合わせて、関連する

食品群の摂取状況を把握することで、Na/K 比

低下を目的とした保健指導のポイントを明確化

することができ、対象者の行動変容に結びつけ

やすくできると考えられた。地域や職域におい

て、特に高血圧のリスクが高いと考えられる

者、24 時間尿Na/K 比が 4.0 以上（もしくは、

何れかの設定比率）の受診者に対して、必要に

応じて適切な栄養・保健指導の場を設定できる

体制整備を検討すべきと考えられる。

Ｅ．結論

自治体が実施する健診参加者を対象に24時間

尿Na/K 比と主要な Na および K 摂取源である

食品群摂取との関連を検討した。

24時間Na排泄量は、男女とも24 時間尿Na/K 比

が 4.0 以上の高群は、 4.0 未満の低群に比べて有

意に高値を示した。一方、24時間 K 排泄量は男女

何れにおいても高群で有意に低値を示した。

塩分チェックシート合計得点は男女とも両群間

に有意な差は認められなかった。しかし、塩分

チェックシートの項目ごとで比較すると、女

性では 4 項目で有意な差が見られた。男性ではど

の項目においても有意な差は見られなかった。男

性の高群は低群と比べ、野菜 1 日摂取 SV （皿

数）で有意に低値を示した。女性については、野

菜 1 日摂取皿数が高群で低値となる傾向を示し

た。

さらに、2群間の果物摂取頻度と果物摂取量、牛

乳・乳製品摂取頻度、豆類・大豆製品摂取頻度は男

女何れにおいても低群で有意に高かった。

 これらのことから、健診における検尿検査の残

尿より田中式で推定した24時間尿Na/K 比と主要な

Naや K 摂取源と考えられる食品群の摂取頻度・摂

取頻度を把握することで、高血圧を中心とした循

環器病の保健指導、栄養指導に有益で客観的な情

報・根拠の一つとなり得るものと考えられる。
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